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株式会社ECO-マスト

一般社団法人リスクファイナンス協議会

企業向けコスト削減事業等を展開する株式会社 ECO-マスト（代表取締役：木内泰仁、東京都豊島区）と

ファイナンスを活用したリスク対策の情報提供を行う一般社団法人リスクファイナンス協議会（代表理事：

佐々木法夫、京都府京都市）とは相互の商材や情報提供協力等を通じ、相互の発展を目的とする戦略的パー

トナーシップに関する業務提携を発表致します。

１．業務提携の目的

2011 年の東日本大震災、2016 年の熊本大震災など大規模な自然災害が発生し甚大な被害がありました。

更には南海トラフ大地震の発生が今後 40 年以内に 90％発生すると発表されるなど、地震大国日本において

災害対策は喫緊の課題と言えます。

2017 年内閣府の事業リスクに関する調査において、圧倒的トップは企業の規模を問わず「地震・台風など

の自然災害リスク」で他の倍以上、93.4％ものスコアでした。
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一方企業の気候変動をはじめとしたリスク対策において、特に商業・工業地における地震保険は火災保険

の特約として存在するのみで純粋な地震保険は現状国内には存在せず、そのため企業は地震に対する対策が

不十分と言わざるを得ないのが実情です。

ここにおいて一般社団法人リスクファイナンス協議会が情報提供を行うリスク保有の一つ「キャプティブ」

は海外に設立する自社専用の保険子会社を指し、国内では組成が難しい地震保険を海外の再保険マーケット

からより好条件で調達し、万一の際の利益補填を含めた補償をもたらすことが可能なためその社会的意義は

大変大きいのが特徴です。更に設立・運営に大きな資本と専門知識が必要なキャプティブを、中堅・中小企

業でも負荷を抑えて構築できるよう特別に設計されたセル・プログラムで、日本の企業を地震などの災害か

らリスクファイナンスで支える活動を行なっております。

またキャプティブは地震保険以外にも損害賠償責任保険、サイバーセキュリティ保険、医療過誤保険など

顧客ニーズに合わせて柔軟に組成することが可能なため、多くの業界業種で様々な事業リスクに対して手厚

い補償が得られるのが特徴です。

株式会社 ECO-マストはコストや Co2 削減を通して企業の経営安定化、スリムで強靭な体質作りをサポー

トしてまいりましたが、同協議会の理念、社会的使命に共感し顧客へキャプティブの提案を加速するべく協

力していくとともに、長年培った企業向けコスト削減アイテムを駆使してリスクファイナンス協議会の顧客

に向けた経営改善対策を行っていきます。

当面、キャプティブやコスト削減など相互の顧客に相互の情報や商材を提案する効率の高い営業協力体制

の構築を行ってまいります。

２．両社の会社概要と本件に関するお問い合わせ先

(1) 株式会社 ECO-マスト

・法人名：株式会社 ECO-マスト http://www.eco-mst.tokyo/

・代表者：代表取締役 木内 泰仁

・事業内容：コスト削減事業、環境改善事業、収益確保事業

・所在地：〒170-0014 東京都豊島区池袋 1-16-20-9F

・連絡先：info@eco-mst.tokyo

(1) 一般社団法人リスクファイナンス協議会

・法人名：一般社団法人リスクファイナンス協議会 https://rf-kyougikai.com/

・代表者：代表理事 佐々木 法夫

・事業内容：キャプティブ設立に関する情報提供、

・所在地：〒600-8472 京都市下京区西洞院通四条下ル妙伝寺町 720 光悦ビル６F

・連絡先：info@rf-kyougikai.com
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